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その女の子も 
そうとう飢えて 
いるらしかつた 
それは 
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ハエは 

きらいです 
と彼は 
言った > 


李さんは 
なるほど、 と 
感心したよ 
うに、では 
づけます 
と 言つた 


女の子の死体は 
李さんにょって 
大きな石をのせられ 
裏庭の土中深く 
埋められた k 






死体をかたづけなけノ 
ればなんにもなりませ 
んょ僕は なんとなく 
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っげ先生の寛大なお心に感謝いたします 

つりたくにこ 


その日から 
僕は二階で 
ゆっくり眠る 
ことができた 
のです 




















































赤目プロ アシスタント募集 

赤目 プロダクションでは、 下記の要領 
で、アシスタントを募集します。 


■資 格 18才〜22才までの男女。 

両親もしくは近親者の保証人令要します。 

心身健康、意志堅固で、残業•休日出勤にもたえられる方。 
赤目プロで、最低2年間は働ける方。 

原則的に、在職中は個人の資格で作品を発表し ない。 

■待 遇 初任給25,000円。（但し、経験者の場合は、年令•待遇とも、別に 

相談に応じますア 

■応募方法 履歴書、写真、_作品（漫画原稿一篇、少なくとも10枚以上）を 

送付のこと。 

面接期日と方法《、おって通知します。 

■締 切 第1回締切8月31日第2回締切9月30日（当日必着のこと） 

■宛 先 東京都練馬区向山2 丁目13〜39 

(株）赤目プロダクション 


水木 しげる 傑作集特別 セ—ル 

<二〇0組限定/> 

©不死鳥を飼ぅ男 

不死鳥を 飼ぅ男 •安い 家 

②手袋の怪 

手袋の怪•大人物•群集の中に•水晶球 

の世界 

(3)釣り落した魚 

約束•草•釣り落した魚 

④ 空のサイフ 

空.のサィフ•鉛•聖なる輪•太郎稲荷 

⑤ ああ無情 

ああ無情•神変方丈記•神様•不老不死の 
術•いぼ•幸運の甘き香り•はかない夢•剣 
豪とぼたもち•闘牛•コブ 

□ A 5 判•各一二八頁(東考社版) 

•五册セット販売 

送料共八〇〇円(切手可一割増} 

五册お申し込みの方に水木先生の カラ— 絵葉* 贈呈 

申込先卩東京都千代田区神田神保町一の五五青沐堂 





水木しげる 水木プロ製作 
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